
昭和 88年 11月 io a 
月刊（毎月 081回発行〉

.... 
) 

ひさあ(1)ぐ要精霊会鎚号）第臼号

き

．・・・－・

，ー『

か

第
五
回
朝
日
町
議
会
臨
時
会

送料四円

十
月
七
日
午
間
十
時
よ
り
朝
日
町
民
会
二
匂

M
M即日い
交
聞
の
件

部
川
制
に
泊
五
川
朝
日
町
舘
会
臨
時
八
い
か
招
一

①
ぬ
小
伊
杓
乍
校
放
必
他
殺
に
対
す
る

鈍
さ
れ
次
の
事
件
に
つ
い
℃
審
判附
さ
れ
る

一

町

助
川
に
つ
レ
て

付

飯

事

件

一

②
大
家
正
小
学
校
校
合
及
び
給
食
告
側

一
、
明
日
町
教
行
委
民
会
の
委
貝
を
任
命
一

泊
料
備
に
つ
い
て

す
る
た
め
同
怠
た
求
め
る
件

一

①
下
山
新
用
水
比
砂
地
施
設
に
つ
い
て

工
、
人
桁
擁
叫副
委
員
候
州
者
を
推
せ
ん
す
一
一八
、
品
会
常
任
委
員
年
期
満
了
に
よ
る
巡

る
た
め
意
見
を
求
め
る
件

一

任

一二
、
朝
日
町
部
会
の
純
白
等
の
報
酬
及
び

一

付
託
案
件
の
内
第
三
の
明
日
町
椛
会
の

世
用
弁
慣
に
閲
す
る
条
例

一
部
改
正
の

一
荊
員
等

m
叩
酬
及
び
的
問
弁
償
に
関
す
る

一
一
部
改
正
の
件
、
こ
れ
は
郡
白
報
酬
を
上

回
、
朝
日
町
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
一
げ
る
も
の
で
町
財
政
多
端
の
折
柄
よ
く
な

例

一都
改
正
の
件

一
い
と
云
う
こ
と
で
否
決
さ
れ
る
、
そ
の
他

五、

朝
日
町
長
、
助
役
、
政
入
役
の
給
与

一第
十
四
ま
で
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
る
。

及
び
そ
の
他
の
給
与
支
給
条
例
の
一
部
一
第
一
の
朝
日
町
教
育
署
員
会
の
委
員
を

改
正
の
件

一任
命
す
る
た
め
同
意
を
求
め
る
件
に
つ
い

六
、
朝
臼
町
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給
与
一
て

等
に
関
す
る
条
例
制
定
の
件

一

荒

川

六

三

番

地

七
、
朝
日
町
財
政
一内
陸
別
聞
の
一
部
変
更
一

坂

東

久

松

（円）

の
件

一

月
山

二
六
八
容
地

八
。
昭
三
五
年
度
朝
日
町
成
人
淑
出
第

二

西

田

彦

術

（

新

）

岡
山
加
更
正
予
算

一
の
両
氏
に
聞
な

九
、
昭
三
五
年
度
朝
日
町
国
保
特
別
会
計
一

第
二
の
人
栴
擁
誕
委
員
候
補
者
を
推
せ

成
人
綴
出
第

一
回
追
加
更
正
予
算

一
ん
す
る
た
め
な
見
を
求
め
る
件
に
つ
い
て

否
、
昭
三
五
年
度
泊
病
院
特
別
会
計
歳
入

一
は

成
出
第
二
回
追
加
更
正
予
算

一

山

崎

二

二

四

二

番
地

二
、
昭
一二五
年
度
朝
日
町
間
保
酌
営
大
家
一

山

国

務

（円）

庄
秒
掛
所
特
別
会
計
蹴
入
蹴
出
第
二
川

一氏
に
異
訊
な
し

追
加
予
算

一

第
四
は
峨
貝
給
与
の
中
だ
る
み
是
正
で

＝
一
、
昭
三
五
年
度
朝
日
町
国
保
政
営
椛
川
一原
東
ど
お
り
可
決

診
療
所
特
別
会
計
殺
入
歳
出
第
一
一
川
追
一

第
五
は
町
長
、
助
役
、

収
入
役
の
給
与

別
更
正
予
算

一

改

訂

こ

れ

も

似

案

ど

お

り

可

決

一＝
一、
岡
三
五
年
度
朝
日
町
国
保
直
営
境
診

一

第
六
に

つ
い
て
も
原
案
ど
お
り
可
、決

療
所
特
別
会
計
議
入
歳
出
第
一

回
追
加

一

第
七
に
つ

い
て
は
覇
日
町
議
入
議
出
第

予
算

二

回
追
加
更
正
予
算
に
伴
っ
て
財
政
再
建

一回
、
予
算
外
義
務
負
担
の
件

一計
画
を
変
更
す
る
も
の
で

一民
、
朝
日
町
巡
挙
管
問
委
民
会
の
委
員
選
一
第
八
の
朝
日
町
歳
入
成
出
第
一
回
追
加

挙

一更
正
予
算
総．
泊

一穴
、
朝
日
町
選
挙
管
到
笹
口
会
委
員
の
補
一

四
0
．
ニ
四
一

・五
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O
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充
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飲

料

六
万
二
．
じ
六
行
川

同
州
支
出
企
一
回
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．同
二
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八
円

以

支
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金

一
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九
四
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八
円

寄
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円
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五

．

九
O
四
・五
七
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社
会
及
労
働

五
．一

O
三．

一
九

O
円

施

設

費

保
健
市
川
生
町
一
二
回
目

O
O心
円

産
業
経
済

自

五

・
一
O
」
・一
二
－
エ
ハ
円

倒

産

自

九

ご
ニ
．
E
O
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円

統
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制
抗
泊

三
ご

一
．
六
五

O
円

間

支

出

金

三

．
一二
回．

0
0
0門

第
七
j
八
と
共
に
原
総
ど
お
り
可
決

第
九

t
第
十
三
ま
で
の
各
特
別
会
計
の

追
加
更
正
予
算
は
主
と
し
て
職
貝
結
の
中

だ
る
み
是
正
に
よ
る
も
の
で
原
策
ど
お
り

可
決第
十
四
の
予
算
外
義
務
負
担
の
件
は
密

然
官
舎
挫
築
に
伴
う
も
の
で
原
案
ど
お
り

可
決第
十
六
の
朝
日
町
選
挙
管
恕
呑
口
会
の

呑
貝
選
挙
に

つ
い
て
は
次
の
間
氏
が
当
選

笹
川
一
一
四
七
番
地

小

塚

芳

純

横
道

一
七
九
番
地

富

岡

啓

二

泊

二

O
九
番
地

能

嘉

郎

桜

町

一

一
C
ニ
帯
地

大

久

保

勝

伊

第
十
六
の
朝
日
町
選
挙
管
班
委
員
会
委

員
補
充
員
選
挙
に
次
の
四
氏
が
当
選
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松

原

茂

岩

谷

健

次

。
渡
辺
秋
男

山

本

豊

太

下

沢

三

郎

O
川
瀬
袖
次
郎

金

森

栄

松

九

里

留

作

議
会
議
員
恒
例
の

｜

O
親
善
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
開
く

O
｜

さ

－
去
る
十
月
十
八
日
午
前
十
時
よ
り
呉
紡

入
善
工
場
グ
ラ
ン
ド
に
お
レ
て
第
三
間
抑
制

内
三
町
髄
会
誠
員
親
善
ソ
フ
ト
ポ
l
w
大

会
を
開
催
。

当
日
は
ユ
ニ
ホ
ー
ム
の
色
一
際
冴
え
る

絶
好
の
秋
日
和
り
、
予
定
の
開
会
時
間
が

1
1

少
し
遅
れ
十
時
開
会
式
、
ま
ず
議
長
会
会
‘

長
松
平
宇
奈
月
町
議
会
議
長
の
開
会
挨
拶

前
回
優
勝
ナ
l
ム
入
善
町
議
会
チ
l
ム
よ

り
優
勝
需
の
返
迎
い
よ
い
よ
試
合
開
始
。

三
町
町
長
寄
附
の
健
勝
盃
は
会
長
府
の

机
上
に
金
色
に
開
き
、

今
日
の
優
勝
チ
ー

ム
は
何
処
に
、
？
と
い
や
が
上
に
も
大
会

気
分
が
湧
い
て
く
る
。
試
合
は

3
1グ
戦

で
五
回
戦
。

第

一
試
合
は

宇
奈
月
町

対
朝
日
町

宇
奈
月
町
の
先
攻
で
開
始
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
づ
始
球
式

ピ
ッ
チ
ャ
ー
清
水
朝
日
町
議
会
議
長

バ
ッ
タ
ー

大
田
入
善
町
議
会
議
長

清
水
器
長
の
手
か
ら
真
新
し
レ
ポ
l
w
が

楓
爽
と
投
ぜ
ら
れ
る
と
球
は
紺
碧
の
空
に

弧
を
画
い
て
捕
手
の
ミ
ッ
ト
に
す
っ
ぽ
り

あ（貯i：＆：~~） 第臼号

大
朗
読
長
名
挙
の
三
振
め
で
た
く
始
球
式

が
終
り
．
熱
戦
の
火
．
ふ
た
が
切
ら
れ
る
。

一
回
表
に
宇
奈
月
町
に
一
点
先
取
さ
れ

そ
の
後
両
チ
l
ム
共
得
点
た
く
四
回
裂
で

朝
H
町
が
ニ
点
を
入
れ
、
五
回
表
に
は
字

納
税
の
御
知
ら
ぜ

十
一
月
分
の
納
税
は

固
定
資
産
税
第
三
期

水
利
地
益
税
第
二
期

で
あ
り
ま
す
、
お
忘
れ
な
く
期

限
ま
で
に
御
納
め
願
い
ま
す
。

申
告
所
得
税
第
二
期
分
の

納
期
は
十

一
月
一
日
か
ら

十
一
月
三
十
日
迄

早
目
に
完
納
し
ま
せ
う
。

（入菩呉羽~Jj縮グランドにて）
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が若作たず 、低も稲歌励会 い性rれて長 のあ対るの等制近霞な ろる情おがしりのそ楽的を H汀域お
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餓のい！此東｛本い存背 起れ持活く年搾と門の jfi;IJf1J ；本 はつや！の残い 意ス化際なに。県 γ人し言西化
活サ？存会を で人 し芝をる 人刷、特社 足でぞ面に来うて会ツ 活し腰 昧を問現行支戦下 そがてわ で運
動 1活を ーは達て令期が 会合 もにが 跡はまの米のたそ良行動て史 で 入休明事た後にの多現』は動
でク g｛~ ~ill 丸 絞 りい等待問 tr 矧つ個あ せぞやれ新た 依ずの館事だ 来と はれの l:I；が県十表他く朝十八の
あルか くと川今るのししど待と人げ残はる分感、命か活活のがた大 なて 市町繰 は五知詩、日て尾最
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噌

1
4
．no

ぅ
。
演
劇
部
門
で
は
泊
演
劇
研
究
会
が
戦

一

後
め
ざ
ま
し
い
活
躍
を
見
せ
て
大
き
な
業
一

績
を
残
し
た
が
こ
れ
も
最
近
低
調
、
捲
土
一

重
来
を
切
に
の
ぞ
む
。
そ
の
他
あ
す
な
ろ
一

劇
団
等
の
特
殊
グ
ル
ー
プ
の
活
動
本
見
ら
一

れ
た
が
最
近
動
き
は
殆
ど
な
い
。

一

写
真
部
門
で
は
泉
会
の
活
動
が
カ
メ
ラ

一

の
普
及
と
共
に
相
当
活
発
で
あ
る
が
個
人
一

プ
レ
ー
に
陥
る
な
か
れ
、
音
楽
部
門
で
は

一

般
後
コ
ー

ル
栄
町
が
活
発
な
活
動
党
見
せ

一

た
が
今
は
背
も
な
く
、
混
声
合
唱
団
が
わ
一

り
あ
い
堅
実
た
歩
み
を
続
け
て
い
る
ま
た
一

若
い
人
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
朝
日
歌
う
会
が

一

サ
ー
ク
ル
活
動
を
熱
心
に
続
け
て
い
る
。

一

邦
楽
で
は
尺
八
、
琴
な
ど
の
間
好
者
は

一

相
当
あ
る
が
発
表
会
等
の
業
績
は
割
合
少
一

ぃ
。
謡
曲
、
日
本
舞
踊
部
門
も
間
綾
職
業
一

的
指
導
者
は
多
い
が
文
化
運
動
と
し
て
の

一

動
き
は
見
ら
れ
な
い
。
洋
線
で
は
佐
藤
舞
一

踊
教
室
が
戦
後
パ
レ
1
の
普
及
と
共
に
堅
一

実
な
活
動
を
統
け
県
下
全
域
に
そ
の
行
動
一

半
続
を
も
ち
そ
の
業
組
は
ほ
め
て
よ
か
ろ
一

ぅ
。
そ
の
他
範
囲
を
拓
げ
れ
ば
務
道
、
茶
一

道
等
多
稀
多
様
あ
る
が
文
化
同
体
と
し
て

一

の
活
動
を
行
っ
て
い
る
も
の
は
見
ら
れ
な
一

、u

－

要
す
る
に
現
在
の
朝
日
町
に
お
け
る
文
一

化
団
体
の
活
動
は
概
し
て
低
調
の
一
語
に

一

指
き
ょ
う
。

一

大
家
庄
地
区
に
が
、
け
る
村
ぐ
る
み
の

ス
宇

ポ
l

ツ
文
化
活
動
の
如
き
、
大
島
ぜ
な
成
果
一

を
牧
め
て
い
る
特
典
な
事
例
も
あ
る
こ
と

一

を
考
え
、
公
民
館
活
動
と
相
ま
っ
て
町
当
一

局
の
情
緒
的
な
、
そ
し
て
強
力
な
物
心
両

一

面
の
助
成
の
必
要
も
痛
感
さ
れ
る
が
、
た
一

と
え
そ
れ
が
細
々
と
し
て
地
道
な
歩
み
で
一

あ
っ
て
も
、

文
化
団
体
独
自
の
向
主
的
な
一

、
郷
土
文
化
の
発
展
の
た
め
の
た
ゆ
ま
な
一

い
活
動
と
努
力
が
の
ぞ
ま
し
い
。

一

氏
筑
は
広
く
そ
し
て
厚
い
文
化
人
の
層
一

を
も
っ
朝
日
町
の
文
化
ょ
、
大

い
に

興

一

れ
。

一
九
六
0
・
－
一・＝－・記



母
と
女
数
師
の
会

を塾にるこをりる 三 を生か学あ低
考へとのどつグの四つ活り習い学
えやどでもく Jレで年くにがすに年
てるも家はる 1力にり即勉る 、は
過こので学なプをなたし強こお遊
宣と要遊；校ど学つるいてで左使 び
には求ぶでー 習りと。独ながに の
なこも時数つをる競 力いあい中
らど開問時のさ 問争 でこる くに
なもいを聞方せ題心 勉之の時
いのて与勉 法 る集が 強をでの台
よ発やえ強でふをっ すわ 1JL話所
う達りるしあん与い るきのあで
に段たよてるいえて 蒸ま上いの
、階いう帰。気Tこく 盤えばに話

・生 ・ ・ ・ ・ ・手
を子らて農てあ家に越にる便生 活力 年る中いても心徒小るせ絶く自連主ども中が学くが小習ナとま
あのせ進家やるに身本。と后活指さのの学かいは配増学よ自えな分絡任も専学大校な中学指 スはた
ら手進んのらかはに的 共のの 導せ頃はこ 。るもしの校う分ずるのしをに門校切へる学校導の こ侭
わ伝んで中せら小 つ な に手基分た親 お三 希ょうてた Jiにでこ。目過中過的ででうこ校時分面 ど学
しい で働学る分さけ朕 純洗本科 い 子そ王手望う高 い め六さ生ど親標童心主 にはあっとへ代科がも年
楽に働 く生 よ担L、さは もな的会。話いにをな校る高年せ活もはがにににな教る るが入よ金あのに
し対く。は うを子’せ学 ー どな 合 。なも傾／へ。等中た設のこぼな教なり科。時あ学く（る依家
み しよ 家親にきにね校 絡は接 い小った向学成学学い計目どやら科 り尉担 期るし宿 高こ 存庭
な親うのの。めもぽ入 に手、 方学てせがを縮校一。を楳もけぬ担や題任 の 。た！遡学と 心数
がの に 実忙 責出な 学 実 洗 11~ 向校進t－.： ああ中人年 たをのるよ任すの制 勉小とを年もを師
ら感さ状し 任来ら前・ 行のえ を六路いるき以学生 てノ、意とう教い量の 強学た し＇－..／ :'13強を
働 謝せをさ をるなに す設ば き年指ものら下をの てツ見意望問。やた の校んた えめっ
かのたよを も手レ徹 る側食 め中導のでめの今親 学キを慾むがホ質め さかや こ たるけ
せ 気 い く知た伝。庇 ょを前 て校 をだはかこかは 習リ聞が。よ lが教 せららど いマる
る持。知っせが的 うす用 努ーす。なけどら生 すさきな くムこ師 方中なも 。イこ

こ
ど
も
の
健
か
な
成
長
を
願
っ
て

昭和 85年11月 10日
月干lj（毎月10自1回発行〉

第
六
回
朗
日
町
母
と
女
教
師
の
会
は
十

月
二
十
三
日
午
后
泊
中
学
校
に
於
て
町
連

合
婦
人
会
町
教
組
婦
人
部
共
催
で
関
か
れ

た
。
当
日
は
町
内
各
地
か
ら
約
三
百
名
参

加
富
山
大
学
館
教
授
を
講
師
に
「
学
習
指

導
」
「
生
活
指
導
」

「
望
ま
し
い
家
庭
」

の
分
科
会
更
に
全
体
会
議
と
熱
心
な
討
議

が
進
め
ら
れ
た
ω

こ
こ
に
そ
の
主
な
問
題

点
を
か
か
げ
朝
国
町
青
少
年
の
育
成
に
町

ぐ
る
み
の
協
力
を
期
待
し
た
い
。

学
習
指
導
分
科
会
（
低
学
年
）

－
勉
強
ぎ
ら
い
な
子
は
教
科
が
わ
か
ら
な

い
こ
と
が
原
凶
な
の
で
親
は
学
習
の
ヒ

ン
ト
を
与
え
て
励
ま
し
、
学
習
に
興
昧

と
自
信
を
も
た
せ
る
よ
う
導
き
た
レ
。

ひさ

山
崎
有
線
放
送
概
況

昭
和
一二
十
四
年
二
月
朝
日
町
第
二
地
区

新
農
山
建
設
振
興
＠
業
と
し
て
地
区
民
一

丸
と
な
っ
て
地
区
文
化
向
上
の
見
地
か
ら

有
線
放
送
事
業
を
念
願
し
来
た
が
其
の
後

国
の
補
助
額
の
関
係
上
三
十
五
年
度
に
実

施
計
画
に
至
っ
た
。
其
の
間
銘
柄
の
選
定

や
機
種
方
式
の
選
択
或
い
は
各
方
式
に
依

る
既
設
省
放
の
幌
察
等
比
較
検
討
の
結
果

後
記
の
よ
う
に
十
月
一
日
よ
り
放
送
を
開

始
し
た
。
十
月
＝
十
日
各
関
係
官
庁
並
び

に
各
種
団
体
の
来
賓
を
迎
え
盛
大
な
る
完

成
式
会
』挙
行
将
来
線
村
文
化
発
展
の
根
原

と
し
て
有
鯨
放
送
事
業
と
其
の
運
営
が
期

待
さ
れ
る
。

綿

工

事

費

七

六

O
万
円

加

入

戸

数

五

七

二

戸

機
種
三
菱
一
戸
別
選
択
方
式

（
セ
ν
1
ゴ
ー
ル
方
式
）

五
十
回
線
交
換
機

出

力

ニ

O
ON

周
波
数
特
性
一

o
onv
l八
O
oon＼臼

の
問
偏
差
三
舎
以
内

あ<3) <1・r＝錫針）第日号

電
柱
数

（
コ
ン
ク
リ
ー

ト
ポ
ル
）

問
五
山
本

幹
線
豆
長

一

一

、

O
三

一
日

（山
崎
有
線
放
送
の
放
送
室
）

（
一
洛
成
ま
も
な
い
宮
崎
小
学
校
講
堂
ご

よ
う
に
0

・
小
づ
か
い
の
与
え
方
計一幽
的
な
お
金
の

使
い
方
が
問
題
。
こ
ど
も
の
発
達
に
応

じ

一
週
間
、
半
月
、

一
月
ぎ
り
に
小
づ

か
い
を
与
え
予
算
生
活
を
体
験
せ
し
め

た
い
。

－
今
の
こ
ど
也
は
お
金
の
価
値
を
知
ら
な

い。

特
に
中
学
生
の
買
食
い
は
註
意
。

．
親
は
多
忙
の
た
め
こ
ど
も
を
充
分
見
て

や
れ
な
い
。
こ
れ
は
鹿
山
村
を
通
じ
て

の
最
大
の
悩
み
で
あ
る
。

望
ま
し
い
家
庭
分
科
会

．
親
は
と
ど
も
の
気
持
を
よ
く
理
解
し
お

互
い
に
話
会
え
る
家
庭
を
つ
く
り
た

、ν
－
母
は
教
義
を
た
か
め
こ
ど
も
に
信
頼
さ

れ
る
親
に
な
る
よ
う
に
つ
と
め
よ
う
。

．
夫
婦
げ
ん
か
は
与
え
る
影
響
か
大
き

ぃ
。
是
非
つ
つ
し
み
た
い
。

－
ど
の
子
に
も
愛
情
を
平
等
に
与
え
る
よ

う
に
。
お
前
は
大
き
い
く
せ
に
、
お
前

は
小
さ
い
か
ら
と
い
う
よ
う
な
こ
と
の

な
い
よ
う
に
。

－
家
族
全
員
の
こ
ど
も
に
対
す
る
教
育
が

ょのー との母といー
う軍家 の股i況が者賞
。大の な訴は 大と性
性 r!:rいを く切のを
を心ょやど。教も
考はうきい 育つ
え 母にす、 Tiよ
ー・ 、。ぎし 針う
歩妻るつ がに
ーのとこち
歩座し、いが年
と、 わ、 わ寄
問母れこ なり
進のるど い と
し座こも こ若

第
四
回
青
年
祭
開
催

朝
日
町
述
A
n
背
任
問
主
供
筋
肉
回
得
年

祭
が
来
る
J
l

三
日
に
実
相
さ
れ
る
が
A
7
年

度
初
参
加
の
明
校
卜
川
を
必
え
て
九
校
下

回
の
熟
J

も
大
い
に
は
川
り
上
が
り
盛
会
が
予

想
さ
れ
る
。
実
施
望
項
次
の
尚
り
。

。
趣
旨
、
布
車
問
傘
下
の
勤
労
奇
包
が
相
寄

っ
て
毎
日
の
生
活
lr
真
却
に
取
り
創
刊
み

且
っ
た
ゆ
ま
ず
に
続
け
て
き
た
務
力
の

結
県
に
じ
み
出
た
力
lr
創
造
常
慾
と
心

か
ら
の
叫
び
を
体
育
に
、
休
験
号
表
に

そ
し
て
叉
弁
論
に
止
ま
直
に
表
品川し、

こ
れ
に
よ
り
脅
年
自
ら
の
自
覚
主
将
来

の
一
片
の
努
力
ψ
・奮
起
さ
せ
る
と
共
に

友
好
親
善
の
情
を
深
め
つ
L
、
青
年
団

運
動
の
活
発
化
を
計
り
、
あ
わ
せ
て
健

全
な
郷
土
社
会
の
建
設
に
寄
与
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

＠
主
催
、
朝
日
町
連
合
青
年
団

＠
後
援
、
朝
目
町
教
育
委
員
会
、
朝
日
町

中
央
公
民
館
、
北
日
木
新
聞
社
、
宮
山

新
聞
社

⑮
期
日
、
昭
和
三
十
五
年
十
一
月
十
三
日

＠
制
目
、
文
化
の
部
弁
論
大
会
及
び
体

験
発
表
大
会

体
育
の
部
バ
レ
l
ポ
l
w

バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
’

＠
会
場
、
文
化
の
部

泊
劇
場

体
育
の
部
泊
中
学
校

雨
天
の
場
合
は
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
泊
中

学
校
、
バ
ス
ケ
押
ノ
ト
ボ
l
－
w
泊
高
校
と

す
る
。

＠
開
始
時
刻
、
開
会
式
午
前
九
時
、
文
化

の
部
午
前
九
時
三
十
分
体
育
の
部
午
前

十

一
時
よ
り

以
上



を
講
師
と
し
て
小
学
校
八
教
科
中
に
お
け

る
図
工
科
の
占
め
る
重
要
な
地
位
や
、
奨

を
求
め
る
人
聞
の
本
能
と
文
化
の
創
造
と

歴
史
な
ど
の
講
話
安
聞
き
最
後
に
粘
土
を

使
っ
て
造
形
教
育
分
野
に
お
け
る
レ
ろ
い

ろ
な
味
を
味
わ
い
な
が
ら
、
集
っ
た
多
数

の
両
翠
た
ち
が
思
い
思
い
の
作
品
を
作
り

あ
げ
た
尚
こ
れ
ら
の
作
品
は
乾
燥
し
て
紫

焼
し
最
後
に
楽
伎
と
し
て
仕
上
げ
十
一

月

十
二
、
十
三
日
に
催
さ
れ
る
泊
小
学
校
節

二
回
親
子
展
臣
会
に
出
品
さ
れ
み
ん
な
で

鑑
賞
し
合
う
予
定
に
な
っ
て
い
る
。

(4) 

一
く
見
他
り
温
度
の
高
い
日
は
ど
－

7
ρの
一
O
O穂
揃
期
に
七
五

U
匁
施
し
て
い
ま
す

一
据
た
あ
け
て
通
風
を
・
以
く
し
丈
夫
な
苗
を

一

尚
咋
私
南
保
山
採
士
川
拙
か
ら
の
流
水
客

一作
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

一
土
が
ニ
反
歩
の
処
に
三
反
歩
分
入
っ
て
い

一

こ
う
し
て
育
て
た
苗
を

一
株
二
本
憾
と
一
ま
す
。

一
し
て
三
、
三
平
方
米
（
一
坪
）
五
三
、
七
件
と

一

回
航
後
の
管
理
と
し
て
は
五
日
後
軽
レ

一
し
て
五
月
九
日
に
悶
舶
し
て
お
り
ま
す
。

一
田
子
を
行
い
そ
の
後
気
温
の
ほ
い
六
月
来

昭
和
三
十
五
年
度
の
米
作
朝
日
一
競
技
一木
閉
め
肥
料
設
計
は
泊
農
協
の
悶
品
さ
ん
一
ま
で
は
出
来
る
だ
け
浅
水
と
し
て
地
温
の

会
に
於
て
一

0
ア
ー
ル
こ
反
悠
一）
七
二

一
の
設
計
で
す
が
次
の
通
り
で
す
。

一
上
昇
に
努
め
て
お
ら
れ
た
よ
う
で
す
、
特

四
、
五

K

（円
石
八
斗
一
二
升
）
め
牧
は
な

一

一
0
ア
ー
ル
当
り
〈
一

反
歩
）

一
に山
弔
問
さ
ん
は
水
の
か
け
引
き
等
の
為
に

あ
げ
一
位
を
称
得
せ
ら
れ
た
、
泊
地
区
道
一
・

石
灰
匁
京
二

二
、
五
K
2
ハ
〆
）

一

非

常
に
苦
心
せ
ら
れ
そ
の
為
時
々
夜
中
に

下
の
岩
聞
記
之
さ
ん
の
米
作
の
額
要
を
記
一
肥
「
山市

過

燐

三
C
、
O
K
〈八
〆〉

一囲
場
を
見
廻
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
こ
ん
な

し
て
一
般
農
家
の
参
考
に
資
し
た
い
と
忠
一

〈

出

安

二
六
、二

E
（七
〆
）

一
事
も
一
寸
し
た
事
で
す
が
増
牧
に
役
立
つ

い
ま
す
。

一

定
－
出

加
一
五
、

O
K
（四
〆
）

一
て
レ
る
様
で
す
。

『

4
JY
』

唱

－

先
づ
ロ
m
M
m
は
mM
の
芯
定
口問
純

で
あ

る
一

r

民
酸
h
灰

一
二
O
、O
K
（一
一一士一
〆
）

一

病
宮
虫
防
除
も
徹
底
せ
ら
れ
六
月
上
旬

「ぎ
ん
ま
さ
り
t
で
多
少
紋
枯
糾
に
弱
い
が

一泊
肥

硫

安

八
、
O
K
〈ニ
メ
ニ4
）

一
葉
許
制
防
除
に
B
H
C七
月
上
匂
紋
枯
病

稗
が
強
く
多
牧
型
の
品
植
を
送
ん
で
お
ら

一

成
分

一
防
除
に
そ
ン
ゼ

γ
ト
、
穂
首
予
防
に
八
月

れ
ま
す
、
簡
代
機
式
は
ビ
ニ
ー
ル
の
ト

γ
一

N

一
二
、
円
K
（
三
〆
三
O
O）

一
上
旬
と
中
旬
に
セ
レ
サ
ン
石
灰
、
ク
ン
カ

ネ
ル
前
代
で
四
月
四
日
に
三
、
三
平
方
米
一

P

五
、
七
瓦
（

一
〆
五
二

O
）

一
防
除
に
八
月
上
旬
と
八
月
下
旬
に
マ
ラ
ソ

（
一
昨
）
二
令
指
き
で
あ
り
ま
し
た
、
岩
悶
一

K

九、

O
K
（
ニ
メ
四
O
O
）

一
ン、

と
六
回
撒
布
し
て
お
ら
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。
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岩
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苦
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の

お

知

ら

せ

一
レ
ろ
の
問
題
を
か
か
え
て
困

っ
て
お
ら
れ

一あ
っ
せ
ん
で
解
決
し
て
ほ
し
い
と
い
う
御

一
る
方
が
お
あ
り
と
思
レ
ま
す
。

そ
う
い
う
一希
望
が
あ
れ
ば
あ
っ
せ
ん
い
た
し
ま
す
。

こ
の
た
び
行
政
管
型
庁
で
は
、
設
置
法

一方
々
は
こ
の
祭
ど
し
ど
し
お
気
軽
に
行
政

一

な
お
、
監
察
局
で
は
皆
さ
ん
の
住
ん
で

の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
国
民
の
皆
様
か
ら
一
管
見
庁
の
出
先
機
関
で
あ
る
富
山
行
致
監

一
お
ら
れ
る
市
町
村
を
巡
回
す
る
行
政
苦
情

受
付
け
た
行
政
に
関
す
る
苦
情
や
注
文
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一
理
局
に
申
し
出
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下
さ
い
。
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す
る
た
め
、
そ
の
あ
っ
せ
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も
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な
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．
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下
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。
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所
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係
が
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山
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除
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同
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事
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多
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で
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情
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訓
ベ
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手
方
の
役
所
な
ど
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述
給
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①
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を
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．
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M
m
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も
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融
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そ
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方
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催
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が
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は
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能
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の
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の
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の
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な
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の
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二
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部
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…
農
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室
…
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